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北京市の図書館と「東亜同文書院」関係資料
七月末より一ヵ月間、大学院の中国調査（第
一期）とし
て北京市を訪れる機会を得た
。
調査の終わりの僅かな時間
を利用し、北京市の図書館における東亜同文性院関係資料の所在状況を調べてみた
。
なお今回の図書館利用にあたっ
ては、中国社会科学院歴史研究所で日中関係史がご専門の互応元教授、中国社会科学院研究生院で中国文学がご専門の李存光助 の協力 いただい
。
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中国社会科学院歴史研究所図容室（朝陽区建国門外
）
北京の中心、天安門から長安街を東へちょうど
三キ
ロ行
くと、旧減区 出口である建国
門
（こ
の門は現存しない）
に出る
。
その建国門を挟み、西が中国社会科学院本部で、
その東百メー
トル
にあるのが中国社会科学院歴史研究所で
ある
。
この辺は現在大使館、外資系のオフ
ィ
ス・ホテルが
立ち並び
、歴史研究所の向かいには長安街をはさんで
、あ
の万里の長城と富士山の名をとって命名した「長富宮飯店」（ホテルニュ
l
オ
lタニ）がある
。
さて、ここには社会利学院の
二
つの研究所があり、図舎
の利用時間は、通常午前八時から十
一時半までと、午後
一
時半から四時頃までとなっている
。
これは北京市の他の図
瞥館にも共通した会
館時間とな
っている
。
ただし、今回訪
中した期間は夏期
休
暇中であり
、
例えば中国社会科学院研
究生院の図書館では
、夏休み中は図書館の開館を一週間に
一度に限定（ただし雑誌コーナーだけは週三回）しているように、長期休暇中 開館期日・利用時間の特別措置をとるところもあった
。また部外者が図
容室を
利用する場合は、
紹介状がないと
これ
らの施設を利用することができないの
も
、中国の因性館利用の特徴となっている
。
O
目録カ
l
ド数
（著者が東亜
同文書院または東亜同文会の書籍
）
東亜同文書院（支那研究部）
l枚
東亜同文会
2枚（同一のもの）
「資料目録」（東
亜同文書院支那研究部、昭和
目年）と
「対撃回顧録」（東亜同文会編、
1959
）だけしかなく、
両方とも現在書産いいないといわれた。またここは、中近世関係の書籍が多いと開 てきたが、全体として自録カ！ドの数が・少なかった
9
2
中聞社会科学院文献槽報中心〈東域区五筒井大街）長安箭の北京飯店から北京の鎮護通りといわれる王府井
の大通りを二キロ北に行くと、中国勢櫛館に着く。その荷側にこの文献中心がある。この一帯は、北京の第一級商業地区の一つで、近くに北京第一の建築震模をもっデパートと会った「陸謡大成いがあ号、道をはさんであの老舎の「茶舘いを上議した北京人民芸術劇誌 ホ！ム艇場である「北京首都艇場いがある
9
また真向かいには改誇されたばか
りの「華矯大鹿い（ホテル）がある。
ここは、社会科学院の一一一つの諒究所が一緒になっていて、
歴史関孫 日銀のうち古代 もの 多 、全体としての蔵書数も多い。また、利用者 中には金髪の青い居の入も混じっていた。ただ一つ残念なことは
3ピ！の問題であり、
ここでは本人が直接コピ
i
できないばかりか、コピーをす
るには全部で三回手続きをしなくてはならない
c
あのプリ
ペイドカ
iド式の愛大図書館のコピーが本当に懐かしかっ
た。このコピ
l機は、北京の密書館で辻、設置してない場
合や重いであっても壊れている場合が多 、ま 本入自らコピ
i
でき令いということが共湖していた。
。日銀カード数
東亜同文書院（支部研党部）
l枚
東悪用文会幻枚なおカ
iドには、東亜同文書院支那硯究部の「現代支那
講座」の第一ら第六講までの名が記してあったが、実陪に所議されていたのは、第二議から第五講までであった。またこの本はどれもそ 中に「北京近弐科学図書舘」という司本の問書館書議印が押しであった。それにしても中国大器で挨をかぶった東亜間文書院の本を手にするのは、なにか特別な惑がある。
北京市国審館〈海淀区自山知識路）日本へ場国する讃自、北京市の図書館に立ち寄った。北京市図書館は、以前は安定門南東の孔子廟の地にあっ
たが、
1989
年を境に天安門から北富七キ口の海淀区に
その中心が移された。この海淀区は北京大・法華大をはじめ、有名大学・全国重点学校が目白押し 教育区である。この北京盟書館は東西に北京動物関と紫竹段公開に快まれ、あの釈迦の足跡 残っているといわれる「五塔寺いのすぐ近くにある。道 向かいに「実林匹克飯惑い（オリンピックホテル）が
この問書錯辻建物、麗書数ともに中市内最大級であり、たいへん清潔な国帯館であっ 。また間番目録が、一般の盟
書館が綴字の画数で引くのに対し 排音〈ピンイン）表記で引けるのが、大きなメリットとなっている中閲覧者は「図書館関覧紫書磁ゃい〈図書設し出し申 込みカ
i
ド
nn
有料）
に書名等を書 て申し込む。一方こ 臨 也の 書館と異なり、毎遅土曜日が休館日 あったむまた指の図書館ではあるものの、「工作証」、「学生設」等を持つて い・市民は関欝館に入ることもできず 大 も
3
年生以上でな
いと入館できないという間帯館規定がある と 開い 3 
浮き 北京市の1-:<Iλ館と f lft'IIHuJ ぷ，1:,j:,よ，関係資料
どこかの国の国会図書館に少し似ているような気が
し
た
。
O
目録カ
lド数
東亜同文書院
0枚
東
E
同文会
7枚
この中には「支那省別全誌第六巻」
（東亜同文会
1918
）
などが含まれていた
。
以上の三つの図書館において、「東亜
1」、「
上
海
1」、「
南
京
1」
という項目から、著書名
・著者名の両面より同文書
院関係の書籍ストック状況を目銀カ
l
ドで検索してみた
。
また今回は、昨年度中国研究科の後藤峰晴さんが上海で行なった調査結果から、同文書院の資料は中 全土至る所に散らばっている可能性が高いという確信をもち、行な
っ
て
みた調査である
。
ただし今回は事前準備なしの飛び込み調
査であり、また作業は僅か一日や二日の日程であるため、不備な点が多か
った
。
しかしながら、東亜同文書院関係の
瞥籍が、上海や南京以外の地でも限って ることは、多少なりとも明らかになった
。
昨年度から、大学院の中国研究科共同研究室で、山田
順
造氏から寄贈された孫文、
山田
良政・純三郎兄弟の資料整
理を開始した
。
こ
の山田兄弟は、南京同文書院ゆかりの人
物であり、順造氏自身も東亜同文笹院出身である
。
またこ
の資料整理作業の過程で、生まれて初めて孫文の声をテープで開く機会に恵まれた
。その声は完全な広東語で、「普通
話（標準語ごを学習しただけの者には、
言
っていることの
意味がわからない
。
しかし順造氏の父山田純三郎氏は、孫
文の秘密がわりとしてその生涯を共にしている
。
言葉の面
からだけでも、純三郎氏の並々な ぬ苦労を察することが
でき、またひたむきな津軽人気質を感じる
。
この山田兄弟
の歩みを知ることは、いうまでもなく同文
書
院の歴史の紐
を解く
ことでもある
。
その意味においても、今後中国全土
の図書館等に埋もれている東亜同文書院関係資料をリストアップする作業は 意義を持ってくると思う
。
さらにその
同文骨院資料が
、国民党政府や共産党政府の接収を経て、
どのようなル
lトで現在の図書館へ辿り着いたかを明らか
にできれば
、
新たな歴史の
一ページを垣間見ることができ
るのではないかと思う
。
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